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【課題】

インフラ測定に適した特徴のある光ファイバセンサ(FBG)を利用し

た光波長測定装置は高価・大型で普及していない。

【開発概要】

市場ニーズである光波長測定装置の低コスト・小型化を達成する

ため、基幹部品である光源モジュールを光電気回路混載技術な

どの開発により改良する。

効 果

○展示会などに出品しPRしたことで、複数引き合いがあった。

主な開発成果

○光電気回路一体化した小型光波長掃引光源モジュールを開発

したことなどにより測定装置のサイズは約１/１０（体積比）になった。

○目標コストを従来品の１/３として測定装置の改良を進めている。

○本技術はバイタルデータ測定などに応用できることを確認した。
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光部品及び高密度実装デ
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・国立大学法人信州大学

・戦略的基盤技術高度化支援事業
（H２５～H２７年度：経済産業省）

2015年 展示会

7月 インフラ検査・維持管理展

8月 鉄道総研フォーラム

9月 センサエキスポジャパン

11月 信州ものづくりフォーラム
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